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１． まえがき 
高齢化社会の進展や住環境の変化に伴い、独居高齢者世

帯が年々増加している。そのため緊急時の早期対応をねら

った緊急通報システムや見守りシステムが開発され、自治

体などを中心に実験・導入が進んでいる[1]。しかしこれら

のシステムは、見守られていることに対する高齢者側の負

担感や本当の緊急時には役に立たないなどの問題点も指摘

されている。 
我々は離れて暮らす人々の間に安心感やつながっている

感覚を提供する「つながり感通信」というコンセプトを提

案している。またこのコンセプトを実現する FamilyPlanter
システムを使い、つながり感通信に離れて暮らす家族間で

お互いの関係を保つ効果があることを実証した[2][3]。も

しこのような効果が介護センタと高齢者の間にも成り立つ

なら、つながり感通信を見守りサービスに適用することで

負担感の解消などの効果が期待できる。 
本論文では、つながり感通信を高齢者と介護センタの間

に適用した新しい形態の福祉サービスを提案し、運用実験

を行った結果を報告する。 

２．実験概要 
2.1 目的 
本実験の目的は、見守られる高齢者と見守るセンタ職員

という本来他人の間につながり感通信を適用することで、

従来の見守りサービスの問題であった高齢者側の負担感の

解消やより深い安心感の醸成が行えるかを検証することに

ある。具体的には、双方向常時通信の効果や双方の関係の

影響などを調査する。 
2.2 実験システム 
図１に実験のために構築した福祉サービスシステムの概

略 を 示 す 。 高 齢 者 宅 と 見 守 り セ ン タ に １ 台 ず つ

FamilyPlnanter 端末を設置し、センタには他にサービス提

供用のサーバ（以下、見守りサーバと呼ぶ）を設置する。

端末はセンサにより周辺の人の存在を検知しお互いに送信

しあう。データを受信した端末はファイバーの光と回転に

より相手の存在をさりげなく提示する。またタッチセンサ

を触ることで明示的な音の送受信も行うことが出来る。図

2 に見守りサーバの表示画面を示す。見守りサーバは、各

端末が検知した存在情報とタッチセンサに触れた回数を集

計して、ほぼリアルタイムで棒グラフに表示する機能を持

っている。これは、プライバシーに考慮しながら、大まか

な生活パターンを把握するというコンセプトで設計を行っ

た。 
2.3 実験設計 
サービスの検証実験においては、しばしば郵送によるア

ンケートなどの広範囲で大量のデータを集める手法が使わ

れる。しかし、我々が提案しているような人間の心理を重

視したサービスの検証には、被験者の感情の変化を長期に

わたり詳細に調査・分析する必要がある。そのため、今回

はケーススタディとして、一人の高齢者をセンタ職員 3 名

が見守るという形態で 3 ヶ月間サービスを提供し、この 4
名からアンケート用紙を利用したインタビュー調査により

データを収集した。またインタビュー結果を補強するため

にサーバのログデータも利用した。 
表 1 に実験計画を示す。実験は大きく 3 つの段階に分か

れている。条件 1 は高齢者からセンタに一方的にデータが

送られる片方向通信である。この段階では高齢者側にはな

んの情報も提示されない。従来良くある見守りサービスは

ほとんどこの形態である。条件 2 は高齢者とセンタが対等

にデータを送り合う双方向通信である。ただしこの段階で

はまだ高齢者とセンタ職員の間に面識はない。条件 3 は条

件 2 に加えて双方が面識を持っている状態である。具体的

には条件 3 開始時にセンタ職員が高齢者宅を訪問し面会し

ている。 
高齢者（60 代女性）は家族と同居していが、昼間は夫と

2 人でいることが多い。また家事はほぼ被験者が取り仕切

っていて、特に健康上の不安もなく、充実した生活を送っ

ている。 

 

図 1 システム概略図 

図 2 サーバ表示画面（例） 
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センタ職員（3 人とも 20 代女性）は、主にホームページ

作成を行っている派遣社員である。今回の実験ではこの業

務を行いながら、実験に参加してもらった。 
実験開始前と実験終了後を含めて、全部で 6 回のインタ

ビューを行った。 

３．実験結果と考察 
3.1 実験条件による感情の変化 
条件 1 では高齢者側はなにも情報が得られないため単純

にインテリアとして端末を見ていて、「光ると綺麗」とい

うような見た目の印象だけが聞かれた。これに対して双方

向通信の条件 2 では、「光っているとそばにいるのかなー

と想像する」（高齢者）というように光によって相手の存

在を意識するようになっている。また「光ってたよとボタ

ンを押す。それが楽しい」（高齢者）、「音が来ると返さ

なきゃと思う。負担ではなく楽しい」（センタ）というよ

うに、光をきっかけとして音のやり取りを行っていること

が分かる。図 3 はある 1 日のタッチセンサ利用時間のグラ

フである。このように実際のログデータからも同じ時間帯

に双方がタッチセンサを利用し、コミュニケーションが成

立していることがわかる。 
条件 3 ではさらに双方が会うことにより、「（光を見

て）相手の顔を思い浮かべる」（高齢者）、「（相手から

来る）音が多くなった」（センタ）というように相手がよ

り身近になり音のやり取りも増えていることがわかる。図

4 は実験期間中のタッチセンサ利用回数の推移である。条

件 3 になった後、回数が増えていることがわかる。次に条

件 2 と条件 3（前後半）の平均利用回数と毎日の利用回数

の相互相関係数を表 2 に示す。条件 2 と比べても、条件 3
の前半では利用回数も多く相関も非常に高いが、後半にな

ると共に急激に下がっている。これは高齢者が通院のため

昼に家にいないことが増えたためである。しかし「最近音

が少なくちょっと寂しい」（高齢者）、「最近音が鳴らな

い」「音を鳴らして返ってこないと寂しい。あきたのか

も」（センタ）というように双方とも原因が分からず寂し

がっている。またこれによりセンタ側も音を鳴らす回数が

減っている。アンケート結果でもこの期間は双方とも相手

に対する身近さが減少する傾向が見られた。家族と違いも

ともと深い関係がない人々の間では、ちょっとした行き違

いにより関係性が急激に冷えることが考えられる。そのた

め実際のサービスでは、電話などの直接連絡できる手段を

平行して運用する必要があると思われる。 
また存在情報を送りあうことについては、「こちらのこ

とが分かってもこの程度では気にならない」（高齢者）と

いうように双方とも実験期間全体を通して気にしていなか

った。 
3.2 サービスに関する意見 
今回の実験では被験者（高齢者）が家族と同居しており、

また非常に元気で当初から安心感も高い方だったため、特

にこのサービスにより安心感が増すというような効果は見

られなかった。ただ「一人暮らしなら頼りになるだろう」

という意見が得られた。また、安心感というよりも純粋に

音のやり取りが楽しいという意見が双方から頻繁に聞かれ

た。音の使われ方を聞くと挨拶やちょっとした合図が多く、

若者の間で普及しているインスタントメッセージに非常に

近い。 

センタ側からは存在情報のグラフを見ると日々の生活パ

ターンがよく分かるという意見が得られた。実際に毎日の

グラフを見比べると大まかなパターンはほぼ一致すること

が分かる。 

４．まとめ 
本実験により、つながり感通信を使って家族以外の間に

も身近さを醸成できることが確認できた。また福祉系のサ

ービスにつながり感通信を適用することで、従来よりも負

担感が少なく、楽しみながら使うことが出来るサービスの

可能性を示した。 
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図 3 タッチセンサ利用状況 

図 4 タッチセンサ利用回数の推移
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表 2 タッチセンサ利用回数と相関係数
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